
聞くこと 読むこと 話すこと ［やり取り］ 話すこと ［発表］ 書くこと
ア ゆっくりはっきりと話され
れば、自分のことや身近で簡
単な事柄について、簡単な語
句や基本的な表現を聞き取る
ことができるようにする。

イ ゆっくりはっきりと話され
れば、日常生活に関する身近
で簡単な事柄について、具体
的な情報を聞き取ることがで
きるようにする。

ウ ゆっくりはっきりと話され
れば、日常生活に関する身近
で簡単な事柄について、短い
話の概要を捉えることができ
るようにする。

ア　活字体で書かれた文字を
識別し、その読み方を発音す
ることができるようにする。
 
イ　音声で十分に慣れ親しん
だ簡単な語句や基本的な表現
の意味が分かるようにする。

ア 基本的な表現を用いて指
示、依頼をしたり、それらに
応じたりすることができるよ
うにする。

イ 日常生活に関する身近で簡
単な事柄について、自分の考
えや気持ちなどを、簡単な語
句や基本的な表現を用いて伝
え合うことができるようにす
る。

ウ 自分や相手のこと及び身の
回りのものに関する事柄につ
いて、簡単な語句や基本的な
表現を用いてその場で質問し
たり答えたりして、伝え合う
ことができる。

ア　日常生活に関する身近で
簡単な事柄について、簡単な
ごくや基本的な表現を用いて
話すことができるようにす
る。

イ　 自分のことについて、伝
えようとする内容を整理した
上で、簡単な語句や基本的な
表現を用いて話すことができ
るようにする。

ウ 身近で簡単な事柄につい
て、伝えようとする内容を整
理した上で、自分の考えや気
持ちなどを、簡単な語句や基
本的な表現を用いて話すこと
ができるようにする。

ア　大文字、小文字を活字体
で書くことができるようにす
る。また、語順を意識しなが
ら音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語句や基本的な表現を
書き写すことができるように
する。

イ　自分のことや身近で簡単
な事柄について、例文を参考
に、音声で十分に慣れ親しん
だ簡単な語句や基本的な表現
を用いて書くことができるよ
うにする。

聞くこと 読むこと 話すこと ［やり取り］ 話すこと ［発表］ 書くこと
ア　一日の生活の時刻を

聞き取るなど、日常生活

に関する身近で簡単な事

柄について、具体的な情

報を聞き取ることができ

る。

イ　宝物を表す語句
など、音声で十分に
慣れ親しんだ語句の
意味が分かる。

ア　日常生活に関する身

近で簡単な事柄につい

て、基本的な表現を用い

て伝え合うことができ

る。

ウ　自分や相手のことに

ついて伝えたり簡単な表

現で質問をしたりするこ

とができる。

ア　日常生活につい
て、簡単な語句や基
本的な表現を用いて
話すことができる。

ア　スポーツや場所
など、音声で十分に
慣れ親しんだ簡単な
語句を書き写すこと
ができる。

イ　世界の国のこと
や生き物がかかえる
問題について、具体
的な情報を聞き取る
ことができる。

イ　食べ物を表す語
句など、音声で十分
に慣れ親しんだ語句
の意味が分かる。

イ　行きたい国や、
生き物の住む場所な
ど簡単な語句や基本
的な表現を用いて伝
え合うことができ
る。

イ　身近なものと世界と

のつながりなどについ

て、内容を整理し、自分

の考えや気持ちなどを簡

単な語句や基本的な表現

を用いて話すことができ

る。

ア　語順を意識しな
がら、音声で十分に
慣れ親しんだ英文を
書き写すことができ
る。

ウ　入りたい部活動
や将来なりたい職業
など、日常生活に関
する身近で簡単な事
柄について、短い話
の概要を捉えること
ができる。

イ　学校生活の様子
や職業など、音声で
十分に慣れ親しんだ
語句や表現の意味が
分かる。

イ　小学校生活の思
い出について、自分
の考えや気持ちなど
を、簡単な語句や基
本的な表現を用いて
伝え合うことができ
る。

イ　小学校生活の思
い出や自分のことに
ついて、これまでに
学習した表現を用い
て話すことができ
る。
ウ　友達の発表を聞
き、簡単な語句で自
分の考えや気持ちを
伝えることができ
る。

イ　音声で十分に慣
れ親しんだ小学校生
活の思い出などにつ
いて、例文を参考
に、基本的な表現を
用いて書くことがで
きる。

聞くこと 読むこと 話すこと ［やり取り］ 話すこと ［発表］ 書くこと Goal（言語活動）
ア　友達の自己紹介
を聞いて、好きなも
のや宝物などを聞き
取ることができる。

イ　宝物を表す語句
の意味が分かるよう
にする。

ウ　自分に関する質
問に対してその場で
答えたり、相手に関
する質問をその場で
したりすることがで
きる。

好きなものや宝物な
どについて紹介し合
おう
（友達との共通点を
クラスの中でさがそ
う）

ア　週末の過ごし方
や頻度、起床時刻な
どたずね合ったり答
えたりすることがで
きる。

ア　曜日や頻度など
を表す語句を用い
て、日常生活につい
て話すことができ
る。

ア　単語の初めの音
や終わりの音を聞き
取って大文字、小文
字を書くことができ
る。

日常生活について紹
介し合おう
（週末カードで伝え
合おう）

イ　友達が週末をど
のように過ごした
か、聞き取ることが
できる。

イ　週末にしたこと
と、その感想につい
てたずね合ったりす
ることができる。

週末にしたことにつ
いて伝え合おう

イ　自分のことを相
手に分かりやすいよ
うに整理して話すこ
とができる。

外国の人にメッセー
ジや最近の出来事を
伝えよう。

イ　行きたい国やそ
こでできることにつ
いて聞きとることが
できる。

イ　行きたい国や魅
力について話すこと
ができる。

ア　書き方のルール
に気を付けながら、
例文を参考に、行き
たい国カードに書く
ことができる。

世界の行きたい国に
ついて紹介し合おう
（行きたい国カード
を作って紹介しよ
う）

イ　食べ物や身の回
りものを表す語句の
意味が分かるように
する。

ウ　食材や身の回り
のものの生産国を調
べ、その国からきた
のかを発表すること
ができる。

ア　語順を意識しな
がら、音声で十分に
慣れ親しんだ英文を
書き写すことができ
る。

世界とのつながりを
考え、グループで発
表しよう。
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ウ　生き物がかかえ
る問題について聞き
取り、理解すること
ができる。

ア　生き物の暮らす
場所や国についてた
ずね合うことができ
る。

ア　語順を意識しな
がら、例文を参考に
してカードを書くこ
とできる。

生き物のためにでき
ることを発表し合お
う。（できること
カードを作って紹介

ウ　地球のためにで
きることついて考
え、紹介することが
できる。

地球を守るために自
分ができることにつ
いて発表しよう。

イ　イラストなどと
ともに、音声で十分
に慣れ親しんだ小学
校生活の思い出につ
いて書かれたものの
意味が分かるように
する。

イ　小学校生活の思
い出について、伝え
合うことができる。

イ　例文を参考に、
小学校生活の思い出
について書くことが
できる。

小学校生活の一番の
思い出を伝え合おう
（小学校の思い出の
アルバムを紹介し合
おう）

ウ　中学校でしたい
ことや将来の夢につ
いて聞き、概要を捉
えることができる。

イ　中学校でしたい
ことやなりたい職業
などをたずね合うこ
とができる。

イ　中学校生活や将
来の夢について、内
容を整理した上で、
発表することができ
る。

イ　例文を参考に、
自分が入りたい部活
動や将来の夢を書く
ことができる。

中学校生活や将来の
夢について考え伝え
合おう（夢宣言カー
ドでスピーチをしよ
う）

イ　友達のプロ
フィールシートを読
んで理解することが
できる。

イ　卒業記念として
クラスメートにこれ
からがんばりたいこ
とやみんなへの気持
ちを伝えることがで
きる。

イ　これまでの学習
を思い出し、簡単な
プロフィールを書く
ことができる。

プロフィールシート
に自分のことをまと
めよう。
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